














博士の専攻分野の名称 博 士(工 学)
学位記番号第 104 9 5 号
学位授与年月日 平成 4 年 12 月 28 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 2 項該当







































たり 15% ものリンを取り込む能力を有することから， リン除去機構の解明のみならず新しいリン除去技術の開発に
も利用できるものと期待される。
4) 1サイクルの処理操作の中に排水の添加，嫌気処理，好気処理を含む一連の処理工程を複数回導入し，硝化と脱
窒素反応、を繰り返し行わせ，最後に汚泥を沈降させ処理水を放流する排水の分割添加法を開発し，本処理法により
回分式活性汚泥法の窒素・リン除去率を大幅に改善できることを明らかにしている。さらに，実規模プラントを用
い，本処理法の有効性を実証している O
以上のように本論文は，活性汚泥構成微生物の代謝特性と処理特性に関する基礎的な知見を与えるとともに，回分
式活性汚泥法による新しい窒素・リン除去技術を開発，提供しており，排水処理の微生物学，生物処理工学の分野に
貢献するところが大き ~\o よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
~498~ 
